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抄録 : 大学1年生の男女938名を対象に、喫煙状況および運動頻度が健康度にいかなる関係性があるのかを調査した。
男子学生では、非喫煙者は高運動群ほど健康状態がよく、喫煙者は運動頻度にかかわらず健康度の著しい差はみられな
かった。女子学生では、喫煙者は低運動群ほどメンタル面の症状レベルが高い傾向がみられた。これらの結果は、運動習
慣は健康増進に、また喫煙習慣は健康悪化と深く関連していることを指摘している。一方、喫煙行動はメンタル面の症状
緩和に利用され、運動習慣は喫煙行動に至るリスクを抑える可能性も示唆された。
（別刷請求先 : 上村孝司）
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緒言
我が国において、喫煙は重要な健康課題であり、2000年
制定の健康日本21や2003年発行の健康増進法など健康の
ための施策や法律が制定され、その中において受動喫煙防
止が明記されるなど、社会的にも関心が高まっている。
また、生活習慣病の予防についても喫煙が含まれており、
がんや慢性閉塞性肺疾患（COPD）など、喫煙によって引き起
こされる様ざまな疾病などが問題とされている。日本人の
喫煙率はこの四半世紀で約1/3に減少し（厚生労働省, 2012）、
中高生の喫煙率も過去10年にわたり減少していることが報
告されている（日本たばこ産業 , 2012）。しかしながら、大学
生の年代でもある20歳代の喫煙者の割合は、男性29.4%、
女性10.0%と高い値となっており、あまり変化が見られない。
大学生の喫煙行動に関する調査では、保健医療系の学生
の喫煙率は栄養学部で低く、歯学部学生などが高いことが
報告されている（林 , 2008）。また川村ら（2010）は、女子大
学生の心理的依存の傾向を示し、不快な感情の除去、高揚・
刺激、快楽・リラックスといった精神健康度を保つ方法とし
て喫煙していることを示唆している。さらに、浅井・栗原
（2014）は医療福祉系専門学校の学生を対象にした調査を
行い、同年代より喫煙率が高く、喫煙者は非喫煙者より
心身両面の健康状態が劣ることを報告している。
健康日本21などの健康増進施策では、健康を保つため
には禁煙に加えて、継続的な運動を行うことが重要とされ
ており、有酸素運動や筋力トレーニングの方法やその効果
などが示されている。大学生における運動と健康の関係性
について、健康習慣と自覚的健康度の関連性（高倉・松岡 , 
1995）、女子大学生の運動行動と健康度や生きがい感との
関わり（阿知波・山田 , 2013）、定期的な運動が気分に及ぼす
ポジティヴな影響（鍋谷ら , 2010）などが報告されており、
いずれも運動などの健康習慣が本人の健康度にプラスの影
響を及ぼしていることを示唆している。また、男子学生よ
り女子学生の方が健康度は高いことや、多くの健康習慣を
実践していることが示されている。それを支持するものと
して、北角ら（2008）は、健康意識が高く運動している群は、
運動をしていない群と比較し、生活全般の充実度が有意に
高いことを報告している。健康習慣の中には、運動はもち
ろん喫煙に関する項目に含まれており、健康度と喫煙、
健康度と運動は深く関連するものと考えられる。
自覚的な健康度を示す指標として、「健康チェック票：the 
Total Health Index, THI」（鈴木 , 2005；鈴木ら , 2005）がある。
これは、心身の自覚症状、訴え、好み、生活習慣、行動特性
などに関する130問の質問項目から、心身の健康度に関す
る16種類（呼吸器、目や皮膚、口腔・肛門、消化器、多愁訴、
生活不規則性、いらいら短気、情緒不安定・対人過敏、抑う
つ度、攻撃性（積極性）、神経質、身体ストレス度、心のスト
レス度、統合失調傾向、虚構性、身体的総合不調度）につき
尺度得点を得て、さらに尺度得点の標準分布に対するパー
センタイルも算出して、健康度を評価するものである。
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また、このTHIを用いた大学生の健康度調査はいくつか報
告されているが（添嶋ら , 2010；栗原・荻野 , 2012；浅井・
栗原 , 2014）、喫煙および運動の両方に焦点をあてた研究は
ほとんどない。
そこで本研究は、大学生における健康状態の評価として
THIを用い、運動と喫煙が健康に及ぼす影響を調査するこ
とを目的とした。
方法
1．対象者
調査対象者は、T大学の1年生938人（男子346人、女子
592人）であり、表1はその学科別人数を示している。
2．調査方法
本調査は、対象者が入学した直後の2014（平成26）年4月、
著者が大学にて担当した講義およびホームルームなどの授
業時間を利用して実施した。
表1．対象者の学科別人数
社会福祉 保育児童 心理 教育 こども 合計
男子 114人 64人 47人 108人 13人 346人
女子 122人 80人 74人 191人 125人 592人
小計 236人 144人 121人 299人 138人 938人
表2．健康チェック票THIによる評価項目
項目 症状
尺度得点または
パーセンタイル
①呼吸器 咳・痰・鼻水・喉の痛みなど 低い方が良好
②目や皮膚 皮膚が弱い・目が充血するなど 低い方が良好
③口腔・肛門 舌が荒れる・歯茎から出血・排便時に肛門が痛い・出血など 低い方が良好
④消化器 胃が痛む・もたれる・胸焼けがするなど 低い方が良好
⑤多愁訴 だるい・頭重・肩こりなど 低い方が良好
⑥生活不規則性 宵っ張りの朝寝坊・朝食抜きなど 低い方が良好
⑦直情径行性 イライラする・短気・すぐにカッとなるなど 低い方が良好
⑧情緒不安定 物事を気にする・対人過敏・人付き合いが苦手など 低い方が良好
⑨抑うつ 悲しい・孤独・憂うつなど 低い方が良好
⑩攻撃性 積極的・意欲的・前向き思考など（反対は消極的・後ろ向き思考など） 中程度が良好
⑪神経質 心配性・苦労性など 低い方が良好
⑫心身症傾向 ストレス関連の各種身体症状 低い方が良好
⑬神経症傾向 心の悩み・心的不安定など 低い方が良好
⑭虚構性 欺瞞性・虚栄心・他人を羨むなど 中程度が良好
⑮統合失調症傾向 思考・言動の不一致など 中程度が良好
⑯総合不調 心身面の全般的不調感 低い方が良好
2-1. 健康状態
本研究で用いた「健康チェック票THI」は、心身両面の
自覚的症状および生活面の行動に関連する130項目の質問
事項からなっている（鈴木 , 2005；鈴木ら , 2005）。回答は
尺度得点とし、「はい」、「どちらでもない」、「いいえ」の3段
階の自己評価法を用い、それぞれに3点、2点、1点を与える
方式をとっている。そして、回答から得られた尺度得点を
該当する症状項目それぞれについて積算し、男女それぞれ
約1.2万人から得られた尺度得点の標準分布に対するパー
センタイルを算出した。すなわち、パーセンタイル値50%
の場合には標準分布の中で順位が中間であり、それより
大きい場合は症状・程度の順位が高い、小さい場合は症状・
程度の順位が低いということになる。
健康チェック票THIでは、表2に示すように16項目に
ついて評価することができる。①～⑤は身体面の症状、
⑥は生活面の状況、⑦～⑮はメンタル面の症状、⑯は主
として身体面の総合的状態を評価する項目である。これら
のうち、⑩攻撃性、⑭虚構性、⑮統合失調傾向の尺度得点・
パーセンタイルは中程度がよく、残りの13項目は尺度得点・
パーセンタイル値が低いほど健康度が高いと評価される。
2-2. 喫煙状況の評価
THIの130の質問項目の1つ（#59）に喫煙に関するもの
があり、それには本数の質問（喫煙しない、20本未満、20本
以上）が含まれているが、現在喫煙の有無をもって喫煙者、
非喫煙者に分けた。
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3．個人情報の保護
本調査を実施するに当たり、この調査結果をまとめた論
文から個人が特定されること、個人に不利益になるような
取り扱いは行わないこと、また、回答の提出は自由で、提出
しなくてもなんら不利益になることはないこと、回答が
あったことをもって依頼に同意したとみなすことを文章に
よって連絡した。さらに、本調査で得られた個人情報は、
研究目的のみに使用すること、また、回等用紙の保管方法と
研究がまとまった段階で破棄することなどについて、口頭
による補足説明を行った。
4．統計処理
対象者の①～⑯の評価項目のパーセンタイル値を、男女
別に非喫煙者および喫煙者を低運動群、中運動群、高運動
群に分けて集計した。運動群は毎週3回以上の運動をする
群を高運動群、毎週1～2回の運動をする群を中運動群、
ほとんど運動をしない群を低運動群とした。3群間の比較
はボンフェローニ法を用い、2群間の比較は t検定（両側）に
て行った。危険率が5%未満（p<0.05）の場合は群間で有意
差があるとし、10%未満（p<0.1）の場合は有意傾向がある
とした。
結果
1．喫煙率
本調査研究の対象となった男子学生346人中の54人
（15.6%）、女子学生592人中の49人（8.3%）が喫煙者であっ
た。いずれも未成年者で喫煙は許容されていないはずであ
るが、かなりの高率で喫煙者が存在することが明らかと
なった。
2． 男子学生の喫煙者および非喫煙と運動頻度と健康尺度
の関係
図1および表3は、非喫煙男子学生の運動頻度と健康尺
図1． 非喫煙男子学生における運動頻度と健康尺度との関係  
高運動：毎週3回以上の運動。中運動：毎週1・2回の運動。低運動：ほとんど運動しない。
表3．非喫煙男子学生を運動頻度で分類した場合の健康尺度の比較（t-検定による危険率）
非喫煙男子 呼吸器
目や 
皮膚
口腔・
肛門
消化器 多愁訴
生活 
不規則
直情 
径行性
情緒 
不安定
抑うつ 攻撃性 神経質 心身症 神経症 虚構性
統合 
失調症
総合 
不調
高運動／中運動 NS 0.039 0.029 0.023 NS NS NS NS 0.001 NS NS NS NS NS NS 0.009
高運動／低運動 0.003 0.012 0.002 0.011 NS 0.026 NS NS 0.0001 NS NS NS 0.049 0.037 NS 0.001
中運動／低運動 NS NS NS NS NS NS NS NS NS 0.003 NS NS NS NS NS NS
NS: 有意差なし
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度を比較したものである。運動しない群は運動する群よ
り、身体面（呼吸器、目や皮膚、口腔・肛門、消化器）、生活
不規則、メンタル面（抑うつ、神経症）、総合不調の尺度レ
ベルが高く、攻撃性と虚構性の尺度レベルが低い値を示
した。
図2および表4は喫煙男子学生の運動頻度と健康尺度を
比較したものである。虚構性について、高運動群と中運動
群の間で有意差があったが、その他の項目では各群間に有
意な差は認められなかった。
3． 男子学生の運動頻度ごとの喫煙・非喫煙の健康尺度の
比較
図3～図5は、それぞれ高運動、中運動、低運動群につき、
喫煙・非喫煙による健康度の比較を示している。
高運動群では、非喫煙男子と比較して、喫煙男子の方が
呼吸器の症状レベルが有意に高く、目や皮膚、消化器、多愁
訴の症状レベルに高い傾向があった（図3）。中運動群では、
非喫煙男子と比較して、喫煙男子の方が直情径行性、神経
症、虚構性、総合不調の症状レベルが有意に高く、情緒不安
定、心身症レベルに高い傾向があった（図4）。低運動群喫
煙男子と非喫煙男子を比較したところ、症状レベルに有意
な差は認められなかったが、抑うつ、神経質の症状レベル
に低い傾向があった（図5）。
3． 女子学生の喫煙者および非喫煙と運動頻度と健康尺度
の関係
図6および表5は、非喫煙女子学生の運動頻度と健康尺
度を比較したものである。中運動群は高運動群および低運
動群と比較して直情径行性において低い値を示した。それ
以外の項目では、呼吸器および総合不調について中運動群
と低運動群の間にやや差がみられたのみで、各群間で有意
差はなかった。
 
図2． 喫煙男子学生における運動頻度と健康尺度との関係  
高運動：毎週3回以上の運動。中運動：毎週1・2回の運動。低運動：ほとんど運動しない。
表4．喫煙男子学生を運動頻度で分類した場合の健康尺度の比較（t-検定による危険率）
喫煙男子 呼吸器
目や 
皮膚
口腔・
肛門
消化器 多愁訴
生活 
不規則
直情 
径行性
情緒 
不安定
抑うつ 攻撃性 神経質 心身症 神経症 虚構性
統合 
失調症
総合 
不調
高運動／中運動 NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS 0.016 NS NS
高運動／低運動 NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS
中運動／高運動 NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS
NS: 有意差なし
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図3． 男子学生における非喫煙／高運動群と喫煙／高運動群の健康度の比較　*: p<0.05
図4． 非喫煙／中運動群と喫煙／中運動群間の健康度の比較　*: p<0.05
図5． 男子学生における非喫煙／低運動群と喫煙／低運動群間の健康度の比較 
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図7および表6は、喫煙女子学生の運動頻度と健康尺度
を比較したものである。低運動群は高運動群よりも情緒
不安定、抑うつの症状レベルが高く（危険率 5%水準）、
中運動群は高運動群より虚構性レベルが低かった（危険率
5%水準）。
4． 女子学生の運動頻度ごとの喫煙・非喫煙の健康尺度の
比較
図8～図10は、それぞれ高運動、中運動、低運動群につき、
喫煙・非喫煙による健康度の比較を示している。
高運動群では、非喫煙・喫煙の両群間において、いずれ
の項目の症状レベルに有意差はなかった（図8）。中運動
群では、非喫煙女子と比較して、喫煙女子は呼吸器、直情
径行性、総合不調の症状レベルが有意に高く、消化器、
多愁訴、神経質の症状レベルに高い傾向があった（図9）。
低運動群では、非喫煙女子と比較し、喫煙女子は目や
皮膚、直情径行性、抑うつ、総合不調の症状レベルが有意
に高かった。
考察
健康日本21において喫煙は重要課題とされており、喫煙
の健康への問題が重要視されている。2012年の喫煙率
調査（日本たばこ産業 , 2012）では、大学生の年代でもある
20歳代の喫煙者の割合は、男性 29.4%、女性10.0%と高
い値となっており、過去数年にわたりあまり変化が見ら
れない。
本研究の対象者は大学入学直後の1年生で大部分が現役
入学者であるため、ほとんどが18歳（一部19歳）の未成年
者である。未成年者の喫煙は許容されていないはずである
が、喫煙率は男子学生15.6%、女子学生8.3%であった。
この年代の喫煙率に関して信頼できる数値は報告されて
いないが、2014（平成26）年度の喫煙率調査では全年齢の
平均が男性30.3%、女性9.8%であるため、本研究の対象者
の喫煙率はかなりの高率であるといえる。
本研究の目的は、健康日本21で取り上げられた重要項
目の喫煙と運動に関して、大学進学直後の学生を対象に
図6． 非喫煙女子学生における運動頻度と健康尺度との関係  
高運動：毎週3回以上の運動。中運動：毎週1・2回の運動。低運動：ほとんど運動しない。
表5．非喫煙女子学生を運動頻度で分類した場合の健康尺度の比較（t-検定による危険率）
非喫煙女子 呼吸器
目や 
皮膚
口腔・
肛門
消化器 多愁訴
生活 
不規則
直情 
径行性
情緒 
不安定
抑うつ 攻撃性 神経質 心身症 神経症 虚構性
統合 
失調症
総合 
不調
高運動／中運動 NS NS NS NS NS NS 0.042 NS NS NS NS NS NS NS NS NS
高運動／低運動 NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS
中運動／低運動 NS NS NS NS NS NS 0.023 NS NS NS NS NS NS NS NS NS
NS: 有意差なし
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健康度をTHIを用いて調査し、運動頻度と喫煙の有無が
健康にいかなる影響を及ぼすのかについて検討することに
あった。その結果、男子学生では、非喫煙者は高運動群
ほど健康状態が全体的に高いということが明らかとなり、
喫煙者はそのような傾向は見られなかった。また、女子学
生については、喫煙者に関して低運動群ほど情緒不安定、
抑うつといった精神的な健康状態が有意に悪くなる傾向が
見られた。女子学生の非喫煙者に関しては、運動頻度の違
いによる健康状態の差はほとんど見られなかった。
大学生の健康状態に関して、阿知波ら（2013）によると、
運動行動変容に無関心であるということが健康度や生活
習慣に影響をあたえることを示唆しており、運動行動変容
が無関心よりも準備期、行動期、維持期とステージが進む
につれて生活習慣や健康度、生きがいの得点が高くなるこ
とを明らかにしている。喫煙や運動は生活習慣の一つで
ある。本研究において、運動頻度が高くなるにつれて健康
度が上がるという結果は、阿知波らの結果を支持するもの
と考えられる。また、喫煙者よりも非喫煙者の方が健康状
態は高い傾向にあるということは、喫煙行動を行っている
ことや運動をあまり行っていないといった生活習慣の悪
い者よりも、良い者の方が健康状態は良いこととなる。
特に男子学生ではそのことが顕著に現れており、喫煙とい
う生活習慣と運動が関与することにより、健康状態に大き
な変化を与えるということがうかがえる。また、大学生の
健康に対する運動の意識について佐藤ら（2003）は、健康に
対する運動の必要性は認識されているが、健康に対する運
動の意識までに至っていないということを報告している。
高倉ら（1995）は自覚的健康度や健康習慣指数に性差が見
られ、女子学生の方が健康度は高く、多くの健康習慣を実
践していると述べている。本研究では、男子学生の喫煙群
において運動の必要性は認識していると思われるが、必要
性については自覚がないと考えられ、運動や生活習慣の乱
れが喫煙行動につながっているとも考えられる。さらに、
女子学生において喫煙・非喫煙において様々な項目で男子
学生ほど差が認められなかったことについて、高倉らの述
べるように性差が関与しているということが考えられた。
図7． 喫煙女子学生における運動頻度と健康尺度との関係  
高運動群：毎週3回以上の運動。中運動群：毎週1・2回の運動。低運動群：ほとんど運動しない。
表6．喫煙女子学生を運動頻度で分類した場合の健康尺度の比較（t-検定による危険率）
喫煙女子 呼吸器
目や 
皮膚
口腔・
肛門
消化器 多愁訴
生活 
不規則
直情 
径行性
情緒 
不安定
抑うつ 攻撃性 神経質 心身症 神経症 虚構性
統合 
失調症
総合 
不調
高運動／中運動 NS NS NS 0.097 NS NS NS NS NS NS NS NS NS 0.031 NS NS
高運動／低運動 NS NS NS NS NS NS NS 0.044 0.049 NS NS NS NS NS NS NS
中運動／低運動 NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS
NS: 有意差なし
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図8． 女子学生における非喫煙／高運動群と喫煙／高運動群間の健康度の比較
 
図9． 女子学生における非喫煙／中運動群と喫煙／中運動群間の健康度の比較 *: p<0.05
図10． 女子学生における非喫煙／低運動群と喫煙／低運動群間の健康度の比較 *: p<0.05
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健康度は生活習慣と強い関連があることから（弓場, 1999）、
特に女子学生は喫煙をしていても生活習慣がきちんとして
おり、健康への意識を高く持つ傾向があるのではないかと
考えられ、そこから健康度の高まりと喫煙・非喫煙の違いの
なさに繋がったものと推察される。
定期的な運動と健康や生活充実度を調査した研究では、
健康意識の高い者は生活充実度が高いことや、運動してい
る群はしていない群と比較して生活全般の充実度が高いこ
と（北角ら , 2008）、定期的な運動により疲労感の評価が変
化することなどを報告している（鍋谷ら , 2010）。本研究で
は、高～低運動群それぞれで喫煙者・非喫煙者の比較を行っ
た結果、男子学生では高運動ほど喫煙者・非喫煙者の間に
健康度に差が見られたのに対し、女子学生では高運動群に
おいて喫煙者・非喫煙者の間に有意な差が認められなかっ
た。男子学生は高運動の学生の方が非喫煙者は喫煙者に比
べ健康度が高く、先行研究を支持する結果となった。しか
し、女子学生においては、低運動傾向のものほど喫煙・非喫
煙の間に健康での差が認められた。高倉ら（1995）は自覚
的健康度や健康習慣指数に性差が見られることを報告して
いるが、本研究の結果から女子学生においては運動を行わ
ない者ほど健康への意識が低いと考えられ、喫煙・非喫煙
の間に健康度の差が生じたのではないかと推察された。
川村ら（2010）は大学生の喫煙行動に関して、ニコチン依
存状況の高い学生は精神健康度を保つ方法として喫煙して
いることを示唆している。また、瀬在・宗像（2011）も、喫煙
行動と精神健康度は相互に関係していることを報告してい
る。本研究においても、女子の喫煙学生は情緒不安定や抑
うつといった症状レベルが高い結果となっていることか
ら、精神面の健康度を保つために喫煙を行っている可能性
もうかがえる。 
本研究で使用した健康チェック票THIは主観的に健康
調査を測るものであり（鈴木 , 2005；鈴木ら , 2005）、これ
まで大学生や専門学校生に使用した報告では、情緒不安定
性、抑うつ性などが高いと休・退学リスク因子の把握がで
きる可能性を示唆している（添嶋ら , 2010；栗原・荻野 , 
2012）。浅井・栗原（2014）は、喫煙傾向の高い学生は呼吸
器、目や皮膚、直情径行性、虚構性、統合失調症などのパー
センタイルが非喫煙よりも有意に高いことを報告してい
る。メンタル面の影響が喫煙行動に繋がるのか、喫煙によ
りメンタル面での低下が起こるのかは明らかではないが、
相互に関係していることは容易に推察されるところであ
り、メンタル面で問題のある学生が喫煙行動に移る可能性
が高くなると考えられ、それを予防する手段として本研究
で用いたTHIを有効に活用できる可能性を示唆している。
結論
本調査における対象学生の健康状態は、男子学生では
非喫煙者は高運動群ほど健康状態が高いということが明ら
かとなり、喫煙者ではその傾向は見られなかった。女子学
生については、非喫煙者に関して、運動頻度の違いによる
健康状態の差は殆ど見られなかったが、喫煙者では低運動
群ほど情緒不安定、抑うつといった精神的な健康状態が有
意に悪くなる傾向が見られた。
これらの結果から、喫煙と運動に関する健康度調査の
一環としてTHIによる健康度評価を活用することの有効
性が示唆されたものと思われる。
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The Health Conditions in Relation to Smoking and Exercise Habits  
in University Students Assessed by the Total Health Index THI
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Abstract : The purpose of this study was to investigate the relationship between smoking and exercise habits to health 
condition in the university students.  Health condition, assessed by the total health index THI, was increased dependent 
on the exercise level in the non-smoking male subjects.  In the smoking female subjects with low exercise tended to 
be poor mental health.  These results confirm that the exercise and smoking are deeply related to health conditions, 
although the directions of effect are completely reversal.  The present results also suggest that the smoking may take a 
place as a method for mental relaxation, and that some exercise can improve the mental health and reduce the risk of 
smoking habit.
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